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問
市
内
の
空
き
家
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か

答
別
荘
な
ど
の
二
次
的
住

宅
、
売
却
用
住
宅
、
そ

の
他
の
住
宅
の
総
数
は
９
９
０

戸
で
す
が
、
保
安
上
危
険
と
な

る
「
特
定
空
き
家
」
の
実
数
は
、

現
状
で
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ

ん
。問

条
例
の
制
定
、
協
議
会

の
設
置
の
考
え
は

答
対
策
項
目
が
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
ど
の
部
署

が
所
管
す
る
べ
き
か
も
含
め

て
、
今
後
検
討
し
て
行
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の

立
ち
上
げ
の
考
え
は

答
移
住
、
定
住
に
結
び
付

け
る
た
め
に
も
、
空
き

家
の
活
用
は
一
つ
の
手
段
で
あ

る
と
捉
え
て
お
り
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人
高
齢
・

障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
が
所
有
し
て
い
る
雇
用

促
進
住
宅
の
直
近
の
状
況
は

答
池
新
田
と
白
羽
の
宿
舎

に
は
、
入
居
者
が
い
ま

す
。
比
木
の
宿
舎
は
入
居
者
が

い
な
い
た
め
、
民
間
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
会
社
に
売
却
譲
渡
さ

れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問
ど
の
よ
う
な
人
が
入
居

さ
れ
る
の
か
地
元
で
も

心
配
し
て
い
る
。
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か

答
こ
の
会
社
は
不
動
産
仲

介
会
社
で
あ
り
、
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
が
決
定
し
た
ら
事

業
内
容
を
確
認
し
、
積
極
的
に

対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
校
舎
建
て
替
え
な
ど
に

使
う
学
校
教
育
施
設
整

備
基
金
の
残
高
は

答
平
成
27
年
５
月
31
日
現

在
、
24
億
１
、５
４
２
万

７
、２
８
６
円
あ
り
ま
す
。

問
今
後
の
見
通
し
は

答
一
番
古
い
校
舎
は
建
築

後
57
年
が
経
過
し
て
お

り
、
不
便
な
点
が
あ
り
、
少
し

で
も
早
く
改
築
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
建
物
耐
力

度
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
本
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合
教

育
会
議
の
場
を
活
用
し
、
教
育

委
員
会
と
も
協
議
、
調
整
を
図

り
、
補
助
事
業
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、
基
金
の
取
り
崩
し

な
ど
予
算
の
確
保
に
目
途
が
立

ち
次
第
、
計
画
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問
御
前
崎
市
の
認
知
症
高

齢
者
の
人
数
は

答
25
年
度
に
介
護
認
定
を

受
け
て
認
知
症
と
判
断

さ
れ
た
人
は
、５
５
４
人
で
す
。

高
齢
者
全
体
の
６
・
５
％
に
あ

た
り
ま
す
。

問
成
年
後
見
制
度
の
周
知

方
法
は

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
成
年
後
見

制
度
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
介
護
講
座
な
ど
で

広
報
し
て
い
ま
す
。
金
銭
管
理

や
財
産
管
理
の
相
談
者
に
は
、

手
続
き
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
、
本
人
や
家
族
に
、
制
度
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

伴
い
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
は
考
え
て
い
る
か

答
28
年
度
当
初
の
稼
働
を

目
指
し
、
住
民
票
や
印

鑑
証
明
書
、
現
在
戸
籍
関
係
の

証
明
書
、
直
近
の
所
得
課
税
証

明
書
の
発
行
を
考
え
て
い
ま

す
。

問
企
業
の
市
内
進
出
予
定
は

答
白
羽
工
業
団
地
に
神
奈

川
県
の
食
品
製
造
業
の

会
社
が
１
社
予
定
し
て
い
ま

す
。問

比
木
会え

下げ

ノの

谷や

工
業
用

地
候
補
地
に
今
ま
で
か

か
っ
た
経
費
と
今
後
の
考
え
は

答
調
査
測
量
設
計
な
ど
合

計
約
２
、１
０
０
万
円

で
す
。
場
所
と
し
て
は
非
常
に

良
い
場
所
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き

企
業
誘
致
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
牧
之
原
畑
地
総
合
整
備

土
地
改
良
区
の
受
益
者

負
担
の
現
状
は

答
受
益
者
負
担
に
つ
い
て

は
、
27
年
度
か
ら
用
水

施
設
使
用
料
が
１
ト
ン
あ
た
り

５
円
程
度
値
上
が
り
す
る
た

め
、
用
水
維
持
管
理
費
に
係
る

支
援
の
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問
茶
農
家
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か

答
近
年
の
リ
ー
フ
茶
相
場

が
低
迷
す
る
な
か
、
２

番
茶
以
降
の
刈
り
取
り
を
あ
き

ら
め
た
農
家
も
相
当
数
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。市
と
し
て
は
、

茶
の
消
費
拡
大
に
向
け
、
経
営

安
定
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

工
業
用
地
に
つ
い
て

荒
廃
農
地
防
止
対
策
に
つ
い
て

曽根正浩

問
新
た
な
御
前
崎
市
観
光

計
画
は
、
従
前
の
よ
う

な
「
余
暇
活
動
・
日
帰
り
観
光
」

を
中
心
に
策
定
す
る
の
か
。
あ

る
い
は
、
国
の
観
光
立
国
基
本

法
に
沿
う
形
で「
観
光
客
増
加
・

観
光
消
費
増
加
」
を
中
心
と
し

て
策
定
す
る
の
か

答
新
た
な
計
画
は
、「
観

光
客
増
加
・
観
光
消
費

増
加
」
を
主
体
に
考
え
て
い
く

予
定
で
す
。

問
先
に
資
料
提
出
さ
れ
た

「
御
前
崎
市
観
光
計
画

策
定
基
礎
調
査
報
告
書
」
中
の

市
内
宿
泊
者
数
は
、
25
年
度
分

を
使
用
し
て
い
る
が
、
平
成
26

年
か
ら
大
き
な
変
化
が
出
て
来

て
い
る
な
か
で
、
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
の
か

答
当
該
報

告
書
は

26
年
度
中
に
作

成
し
た
た
め
、

25
年
度
の
数
値

を
使
用
し
て
い

ま
す
が
、
計
画

策
定
の
際
に
必
要
な
場
合
は
、

そ
の
時
点
の
最
新
数
値
を
視
野

に
入
れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
富
士
山
の
眺
望
を
生
か

し
た
施
策
は

答
今
年
度
、
マ
リ
ン
パ
ー

ク
の
港
の
見
え
る
丘
の

先
端
に
、
富
士
山
を
眺
望
で
き

る
見
晴
ら
し
台
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
富
士
山
を
生
か
し
た

施
策
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
な

れ
ば
新
た
な
御
前
崎
市
観
光
計

画
に
盛
り
込
む
こ
と
も
可
能
で

す
の
で
、
観
光
関
係
者
な
ど
と

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

新
た
な
御
前
崎
市
観
光
計
画
に
つ
い
て

齋藤　洋

浜
岡
中
学
校
校
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

阿形　昭

浜岡中学校

パンフレット「始まりの地　御前崎」

問
東
南
ア
ジ
ア
の
新
規
航

路
も
開
設
さ
れ
た
が
、

新
規
航
路
を
含
め
、
現
在
、
輸

出
入
そ
れ
ぞ
れ
で
御
前
崎
港
を

利
用
し
て
い
る
企
業
は
何
社
か

答
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
取
扱
貨
物
量
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
26
年
度
の
デ
ー
タ

で
は
、
輸
出
が
６
社
、
輸
入
は

４
社
で
す
。

問
御
前
崎
港
の
利
用
促

進
、
誘
致
活
動
の
進
捗

状
況
の
実
績
は

答
港
湾
管
理
者
の
県
を
含

め
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

実
行
委
員
会
、
御
前
崎
港
振

興
会
と
連
携
し
て
企
業
訪
問
、

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
５
月
に
は
、
県
内
外

の
荷
主
や
船
主
を
招
き
、
港
湾

視
察
会
を
開
催
し
、
利
用
促
進

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

客
船
誘
致
に
関
し
て
は
、
今
年

度
中
に
客
船
誘
致
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

問
人
口
流
出
の
歯
ど
め
、

既
設
の
雇
用
先
の
維
持

も
重
要
な
対
策
の
中
、
御
前
崎

港
は
県
の
所
管
で
あ
る
が
、
地

方
分
権
の
観
点
か
ら
、
雇
用
問

題
も
含
め
、
権
限
移
譲
で
の
実

施
は
出
来
な
い
か

答
御
前
崎
港
は
、
県
が
管

理
・
運
営
す
る
県
営
港

で
す
。
県
が
運
営
上
必
要
と
し

て
い
る
業
務
に
支
援
す
る
こ
と

は
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

御
前
崎
港
の
貿
易
拡
大
及
び

活
性
化
に
つ
い
て

松下久己

問
県
の
港
湾
施
策
と
し
て

事
業
検
討
さ
れ
て
い
た

御
前
崎
港
に
お
け
る
洋
上
発
電

の
計
画
が
、
航
空
自
衛
隊
御
前

崎
分
屯
基
地
の
監
視
業
務
に
支

障
が
出
る
こ
と
か
ら
中
止
に

な
っ
た
。
市
は
経
済
的
不
利
益

を
被
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

よ
う
な
国
の
求
め
か
ら
、
交
付

金
の
算
定
に
対
し
配
慮
を
求
め

る
か答

環
境
に
配
慮
し
た
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
推
進
し
て
い
る
当
市
に

と
っ
て
は
、
計
画
中
止
は
残
念

な
こ
と
で
す
。
経
済
的
不
利
益

補
て
ん
の
た
め
の
算
定
見
直
し

に
は
国
の
法
律
改
正
が
必
要
と

な
り
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
が
、
全
国
の
基
地
所
在

市
町
村
で
構
成
す
る
基
地
協
議

会
な
ど
の
事
業
の
中
で
調
査
・

研
究
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

問
近
い
将
来
、
御
前
崎
地

区
に
診
療
所
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る

が
、
森
町
や
菊
川
市
で
運
営
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
家
庭
医
療
セ

ン
タ
ー
の
建
設
計
画
は
あ
る
か

答
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
家
庭
医
が
確
保
で

き
な
い
と
開
設
、
運
営
が
で
き

ま
せ
ん
。
本
市
は
、
昨
年
４
月

に
静
岡
家
庭
医
療
養
成
協
議
会

へ
参
加
し
、
４
月
か
ら
週
１
回

家
庭
医
の
派
遣
を
受
け
、
家
庭

医
療
科
の
外
来
を
始
め
た
ば
か

り
で
す
。
現
時
点
で
は
、
家
庭

医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
の
具
体
的

な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
継

続
的
な
研
究
、
検
討
を
し
て
参

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

基
地
交
付
金
に
つ
い
て

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

大澤博克

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

岡村　勝

空き家の調査等

特定空き家措置等

・市町村による空き家等対策計画の策定
・空き家等の所在や所有者の調査
・固定資産税情報の内部利用等
・データベースの整備等
・適切な管理の促進、有効活用

・措置の実施のための立入調査
・指導→勧告→命令→代執行の措置


